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問　題
　学習指導要領・特別活動編では特別活動の目標とし
て「望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた
発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよりよい
生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度
を育てるとともに、自己の生き方について考えを深め、
自己を生かす能力を養う」を掲げている。現在、社会
の生活様式の変化や遊び方の変化といった様々な変化
の局面にある中で、学校という場において「望ましい
集団活動」や「集団の一員としてよりよい生活や人間
関係を築こうとする」という体験の意義は重要である。
その際、教師が児童に「こうあるべきだ」「こうする
必要がある」という建前で一方的に話をして理解をさ
せるのではない。それは、児童自身が何らかの活動を
する中で、「人と何かをやって嬉しかった、楽しかった、
うまくいかなかった。」といった体験を積み重ねる。
これらの体験を積み重ねる中で、児童自身が考えてい
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くことにより、その後の児童の行動変容に繋がること
を目指すことが重要となる。
　こうした自主的、実践的な態度の育成において効果
的な手段として期待されるものの一つに、岩瀬・ちょ
ん（2013, 2011a, 2011b）による「信頼ベースの学級ファ
シリテーション」がある。「信頼ベースの学級ファシ
リテーション」とは、先生と子どもたちがファシリテー
ターになることで、教室に豊かな言語活動を育み、互
いにエンパワーしあい、自分やクラスの成長を信頼で
きる，学級経営や授業の進め方を指すものである。
　特に「話す・聞く」活動については、日常の良好な
コミュニケーションが大切であると、ちょん（2014）
は指摘しており、本研究で目指す、児童が日常の良好
なコミュニケーションを基に話合いを進めることや、
それを実際の生活場面で活用する経験は、児童のその
後の人生の中でも活かされていくことに繫がると思わ
れる。
　本研究では、この「信頼ベースの学級ファシリテー
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ション」の技法を活用しながら、以下の３点を手立て
として（図１）、児童同士の関わりを充実することを
目的とした。
　手立て１　「話す・聞く」活動の充実
　手立て２　「協同的な体験活動」
　手立て３　「振り返り」
　そして、それぞれにおいて「信頼ベースの学級ファ
シリテーション」が提唱している内容を取り入れる。
信頼ベースの学級ファシリテーションが最も大きな枠
組みと考えているのは、学級を安心・安全の場とする
ために、児童の間に「豊かな言語活動」を積み重ねて
いくことである。児童同士が日常の中で日々体験を積
み重ね、その中で習得した能力は、その後大人になっ
てからも活用して行けると考えられている。
　以下、３つの手立ての具体的な方針について述べる。
①「話す・聞く」
　本研究では、「話す・聞く」活動を充実するために、
「信頼ベースの学級ファシリテーション」で使用して
いる「質問の技」を活用する。「質問の技」は、オー
プン・クエスチョン、クローズド・クエスチョン、そ
して「これからどうしたいのか」という自己選択・自
己決定を問う質問の３つからなり、これにあいづちの
例が含まれる（図２）。これをまずは２人組などの少
人数から使い始め、４人、６人と段々と人数を増やし
て、学級全体の場面で活用をする。「質問の技」は学
級活動の時間だけでなく、朝の会・帰りの会、国語科
などの他教科の時間にも活用し、継続することで、日
常の話す・聞く活動の充実を図る。
　また、ペアでの活動の際、話を聞く人はミニホワイ
トボードに話す人の話や意見などを書き、話をした内
容を可視化することもある。
　「話す」については「信頼ベースの学級ファシリテー
ション」では、①意見を広げ深める「発散」、②軸を
決めて意見をまとめる「収束」、③計画や伝えたいこ
とを考える「活用」の３つの流れを提唱している。
②「協同的な体験活動」
　本研究では、学級活動の時間を中心として、先に紹
介した信頼ベースの学級ファシリテーション、プロ
ジェクトアドベンチャー（プロジェクトアドベン
チャージャパン,2005）などの手法を取り入れた協同
的な体験活動を行なう。
　始めは手遊び的なものや一緒に体を動かすなどの活
動を取り入れる。また、手立て１にも出てくるミニホ
ワイトボードを活用した例を取り上げると、２〜４人
でミニホワイトボードを使って相談していくことをす
る。活動の中で相談するということは、そこで何らか
の「話す・聞く活動」が起こる。その際グループの中
に普段は一緒に関われなくても、教師が分けた意図的
なグループで「一緒に活動できた、活動をした」とい
う体験を児童にさせていく。
　活動の中でお互いの共通点を知ることや認め合うこ
となどにつなげていく。活動は、導入の段階は失敗し
ても笑ったり、成功や失敗にこだわったりしなくても
次の活動に進んでいけたりする、心の安全がある程度
保障されるような内容から取りかかっていく。そこで
学んだ「協力するとは」「相手のことを考えるとは」
といったことを授業時間内だけでなく、日常生活の場
面にもつなげる。
　そして、学級内で積み重ねた経験を他教科の時間や、
学級活動以外の時間でも活用を図る。具体的には高学
図１　本実践研究の概念構想図
図２　「質問の技」の例
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年であれば委員会の時間などである。その際にも、「質
問の技」を活用することで「話す・聞く活動」が充実
できるようにする。
③「振り返り」
　体験や学びを深めていくための振り返りの活動であ
る。振り返りを行う際には、「質問の技」のオープン・
クエスチョンを使って、できた・できないという結果
だけでなく、出来事の中で何が起こっていたのか・そ
こで考えたことや感じたことが今後どのような場面で
活かしていけるのかを、少しずつ児童が意識化できる
ようにする。
　例えば、４、５月の振り返りの導入では、学級目標
を決める前段階として、ペアやグループで「こんなク
ラスにしていきたい」というお互いの思いを伝えあう
際「話せた」「聞けた」だけでなく、「その際自分が気
を付けたこと」「相手が気を付けてくれたこと」はど
のようなことがあったか。といったような振り返る際
のポイントを教師が提示することで、伝え合う活動の
途中に起こっていた「思考」「感情」にも目を向けさ
せる。日常的には学級目標を活用して、日常生活の中
で学級内のルールやマナーの共有にもつなげて行ける
ようにする。その際、図3の活動の振り返りのサイク
ルを活用する。
　この振り返りのサイクルは、個人やグループ、クラ
ス全体でも活用していく。振り返りを行う際は、ある
１つの出来事をともに体験しても一人一人その出来事
への捉え方が違うことがある。グループやクラス全体
で振り返りを行う際は、この一人一人の捉え方の違い
を共有することで「お互いの多様性を認め合う」場に
もなると考えられる。
方　法
１．実践対象
　Ｇ県内Ａ小学校の第５学年１クラス（26名）。人口
流動の少ない地域に位置する、各学年１〜２クラスの
小規模校である。
２．児童の実態
　担任が把握している児童の課題は4つある。
　１つ目は、児童の「役割・人間関係の固定化」であ
る。児童は保育園や幼稚園からほぼ同じメンバーで過
ごしてきたため、相手の特徴的な一面にとらわれた理
解をしたり、自分が周囲から「こういう人だ」と思わ
れる姿に合わせてしまったりするため、個々の児童が
表１　学級活動の時間における活動の計画（一部）
図３　振り返りのサイクル
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持つ多様な面が引き出せていないように感じられた。
　２つ目は、児童の「話す・聞く体験の不足」である。
児童は１年生から単学級で過ごしてきたため、態度で
お互いの気持ちを何となく察したりできる。そのため、
「わざわざ言葉で伝えなくも相手は分かるだろう」と
考えて言葉にしない傾向がみられた。
　３つ目は児童が「トラブルや・失敗を恐れて新しい
ことにチャレンジしなくなること」、そして４つ目は
「自己肯定感が低いと感じられた児童がいること」で
ある。
　以上から、児童同士の関わりが表面的なものになっ
ており、児童同士の間に良好なコミュニケーションを
形成する必要があると考えられた。
３．活動計画
　学級活動の年間活動計画のうち、５年生の一部分を
表１に示す。備考欄には、３つの手立てのうち、どの
手立てを用いるのかを示した。
　また、学級活動以外にも３つの手立てを継続して行
うために、「日常的な実践の取組計画」を作成した。
その一部を表２に示す。
実践とその結果
　以下に、学級活動の時間を中心とした日常的な実践
と、研究授業での実践内容を示す。
１．学級活動の時間を中心とした日常的な実践
（１）手立て１　話す・聞く活動の充実
　通年で用いる「質問の技」が様々な場面で使えるよ
うに、４月に「質問の技」をラミネートしたカードを
児童一人一人に配付して、個人持ちとした。それと同
時に、まずは教師が「質問の技」を使いながら、話す・
聞く活動の様子をモデルとして、繰り返し児童に見せ
てきた。
　それにより、児童は「質問の技」の使い方を学び、様々
な活動の中で折に触れて練習をし、学級活動の時間や
その他の授業の中でも活用を図ってきた。
　例えば、休み明けの日の朝の会では、「休みの日の
過ごし方」についての題で、話す人・聞く人の役割を
交代しながら、「質問の技」を使って隣の席の人とペ
アになり、活動を行った。まずは１分間という短い時
間から始めて、その時間を段々と延ばしていった。特
に、「質問の技」の中の「７エピソードを教えて下さい」
を使って、相手の話を聞いて浮かぶことが具体的な映
像で共有できるように継続して使っていった。
　また、話す・聞く活動を行う中で、相手の話や考え
をミニホワイトボードに聞きながら書く活動も継続し
て行った。これは、「自分の意見を書いてもらう＝自
分の考えを承認してもらう」体験（ちょん, 2014）を
児童が積み重ねることをねらいとしていた。
　６月の雨の日には、児童の中から「今日は外に遊び
に行けないから、質問の技を使って遊ぼう。」という
声が聞こえてくるようになった。教室にいた児童が２
表２　日常的な実践の取組の計画例
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〜３人になって質問の技を使いながら、その時々の自
由なテーマについて話したり聞いたりする様子が見ら
れた。このように、「自分のことを聞いてもらう＝自
分の考えを承認してもらう」ということが、学級の基
盤にあることや学級で大切にされていることが、児童
にとっていかに安心・安全な場になるのかということ
が伝わってきた。
（２）手立て２　協同的な体験活動
１）聖徳太子ゲーム
　これは、席替えの度に行っていたものである。出題
グループと回答グループに別れ、出題者は４〜５人の
グループになる。出題グループは、①グループの人数
に合わせて言う言葉を相談して決める、②一人一文字
分担して言う言葉を決める、③言う言葉を同時に回答
グループに伝える、④カウントや発表は自分たちで行
う(教師から児童への活動の委任)、④正解を発表する
際には、分担した言葉を順番に言い直して解答者に伝
える、という流れとなる。
　一方、回答グループは、①出題グループが言う言葉
を、グループ内で相談して、できるだけ正確に聞き取
るように工夫する、②聞き取ったら、回答グループ内
で相談して、解答する言葉を決める、③発表にあたっ
ては、ミニホワイトボードに書く人・ミニホワイトボー
ドを挙げる人というように、役割を決めて分担する、
④出題グループのカウントする制限時間になったら、
ミニホワイトボードに書いた言葉を、出題グループに
挙げて見せる、という流れになる。最後に全体で共有
して、正解を確認して終わるというものである。
　一例を示す。今回の出題グループは５人であった。
出題グループはグループ内で相談した後、黒板の前に
出て一列に並び「準備はいいですか。」「いいです。」
と返答があった後に、「せーの」とタイミングを合わ
せてクラス全体に向かって「ランドセル」の言葉を同
時に言って伝えた。
　なお、子ども達から出た意見により出題グループが
言葉を言う回数は２回である（１回だと聞き逃しなど
があるため少なく、３回だと集中して聞かなくなって
しまうのではないかという意見が出て、言う回数は２
回になった）。２回目も、「準備はいいですか。」「いい
です。」と言うやりとりがあった後に、出題グループ
が回答グループに言葉を伝えた。
　また、回答グループが相談してミニホワイトボード
に書く時間は、教師が決めるのではなく、出題グルー
プ毎に回答する時間も相談して決めてもらった。
　出題グループが挙げたミニホワイトボードに書かれ
た言葉を読む際は、教師が読み上げた。これは、以前
出題グループの子ども達が読み上げる際にあまりにも
笑ってしまって言えないことがあった。その後、子ど
も達から、教師に読み上げて欲しいという要望があっ
たためである。今回、「ランドセル」の正解を書いた
グループもあったが、「カレンダー」や「ドラえもん」
など、正解ではない言葉を書く回答グループもあった。
回答グループのホワイトボードに書かれた言葉を教師
が読み上げる際にも、出題グループが正解を言う際に
も、笑いが起こっていた。子ども達の活動の様子を見
ていると、出題グループの言葉に真剣に耳を傾け、そ
の書く言葉を決める際には笑いながら相談していた。
　このように、この活動は、問題に正解しなくても笑
いが起こる。継続して実施することで、児童が正解や
全問正解をすることにこだわることから、失敗しても
大丈夫という児童の共通体験の基や、笑いを共有する
という学級風土に変化していった。
２）学級目標と学級目標の掲示物の作成
　この活動を行う前に「どんなクラスにしたいか」と
言う呼びかけを児童に行っておいた。そして、学級活
動の時間や朝の会などの時間を活用して一ヶ月くらい
の時間をかけて学級目標を作っていった。その間何度
も時間を取り、自分自身やクラスメイトに「質問の技」
を使って問いかけていった。その中で、ある言葉が表
すことを具体的な場面の様子などの行動レベルで共有
しながら、意志決定を行った。例えば「助け合う＝困っ
ているときに声を掛けること」「いろいろなこと＝ク
ラスの係活動や委員会の活動をするときのことも含め
る」、などである。
　最終的に完成した学級目標は、教師が一方的に提示
した目標とは違い、児童が自分達で決めた目標の重み
を様々な瞬間で感じた。例えば、日常で児童に学級目
標の言葉について投げかけると、作った時のことが思
い出されるのか、活動をする際のヒントにしたり、合
い言葉にしたりする姿が見られた。
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３）○×クイズ
　「信頼ベースの学級ファシリテーション」が提案し
ている活動である。例えば「２人組の○×クイズ」で
は、①「質問の技」を使いながらペアの相手の話を引
き出し、ペアになった相手のクイズを作る、②外見か
らはわからないことで○×クイズの問題を作り、紙に
書く、③教師が完成した○×クイズの問題を集めて、
引いたクイズを出す、④その際には、クイズの該当者
とそのペアの方にクラス全員が身体を向ける、⑤他の
ペアは相談をしながら○×のどちらかを決めてミニホ
ワイトボードに正解を書き、該当するペアにミニホワ
イトボードを見せる、⑥教師ではなく、該当者が正解
を発表する、というものである。
　この○×クイズは、正解を知っているのはクイズ作
りをした２人だけという緊張感や、クラスメイトが自
分のことを見たり考えてくれたりする恥ずかしさもあ
る活動である。その一方で、クラスメイトの態度を「自
分に関心を向けてくれる＝自分への好意的な態度」と
受け止める変化も体験しながら起こる。
　初めてこの○×クイズを行ったのは１学期の半ばで
あった。どの児童もクラスメイトが自分に向けてくれ
る好意的な関心や態度に恥ずかしそうであり、非常に
満たされたような表情をしていた。何度か実施する度
に、児童の自己開示の幅が広がったり、クラスメイト
への「この子はこういう子だ」という今まで固定して
いた見方の変化が起こったりした活動でもあった。
４）夏休みビンゴ
　夏休み明けに行った。これは、学校に来るのに緊張
した状態の児童や、夏休みの間クラスメイトと遊べな
かった児童などにとっては、クラスメイトと関わる
きっかけとなる活動である。「夏休みビンゴ」の紙は
教師が作成した。その紙には、児童が夏休みにやった
であろうことを教師が考えて書いたものを全員に配付
する。クラスメイトとペアになってじゃんけんをし、
勝った児童から夏休みビンゴに書いてある活動に当て
はまるクラスメイトの予想をして、相手に聞く。合っ
ていたらその欄に相手に名前を書いてもらう。外れた
ら今とは別のペアを見つけて同じようにし、次の相手
は何に当てはまるかを予想していく。場合によっては
「質問の技」を使いながら、詳しい話を聞いていく。
これも、予想が外れても笑ってしまうような内容にし
ておく。
　実際に活動をしてみると、どの児童も活動に熱中し
ていたのと、普段あまり話をしない児童同士が「夏休
みビンゴ」を媒体として、自然と関わり合いを持って
いた。また、夏休み期間しばらく学校から離れていた
ために、登校するのに緊張していた児童も、すぐに以
前の１学期のようにお互いに関わり合いのあった時間
を取り戻せる活動となっていた。
５）会社活動
　２学期に入り、自分らしさを活かす「会社活動」（岩
瀬・ちょん, 2013, 2011a）を実践した。「会社活動」と
は、自分の好きなことや得意なことを中心として活動
を行ってクラスメイトを笑顔にする、役に立つ活動の
ことである。今回の会社活動は、学級活動における「学
級生活を豊かにする係活動等の組織づくりや運営」に
表３　「会社活動」の振り返りの比較
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関する内容でもある。
　人数は、２〜４人の相談がしやすい人数の形態であ
る。活動を進めるにつれて、他の会社と活動を一緒に
考えて行うこともあった。
　会社の日常的な活動では、本好きな子たちは３年生
の国語で学習した本のポップ作りを行って教室に掲示
した。将棋が好きな子達は将棋や学習に関するカード
を作ってクラスメイトに教えながら遊ぶ活動を行っ
た。また、活動を振り返り、相談することで、活動内
容は日々変化し、その度に会社の創意工夫がされてい
た。
　活発な会社活動がある一方で、会社活動が停滞して
いると感じられた時もあった。その際には、各会社や
全体に仕事の進み具合を確認したり、時には教師が「会
社の仕事内容にあったものを依頼＝発注」したりする
こともあった。
　２学期末に実施するお楽しみ会の出し物を相談しな
がら企画して・実際に活動することも、それぞれの会
社ごとに行った。今までも「質問の技」とホワイトボー
ドを使いながら、①発散、②収束、③活用、の流れの
話合いで会社内での意見の合意形成をしたことがあっ
たため、今回もその流れで話合いを行い、時間で区切っ
て話す人・聞く人の役割を交代した。最後に、決まっ
たことを役割分担した。これにより、「今までの中心
になる何人かががんばるお楽しみ会」から、それぞれ
の会社毎に創意工夫をしながら全員が企画・運営をす
るお楽しみ会になった。また、参加する側にもなるた
め、企画・運営と参加者両方の役割を経験できる、お
楽しみ会に変化した。
（３）手立て３　振り返りの時間を継続的に取り入れ
る
　「信頼ベースの学級ファシリテーション」が提唱し
ている、振り返りジャーナルを書く活動を継続して
行った。これは、B5の罫線のノートを半分に切った
ものを、児童一人一人に「教師からのプレゼント」と
伝え、「毎日の出来事や自分の気持ちの変化などを書
いていくノートとの説明」を行った。日常で書く際に
は、帰りの会の最後の時間を活用した。また、計画的
に協同的な体験をした際や、「今、まさに振り返りの
サイクルを児童に意識させたい」と考えた際には、活
動の振り返りを書いた。その他に、授業の中で活用を
図る際には、あるテーマに沿った言葉を書きためたり
していった。
　いつでも手元に置けるため、児童がノートを見返す
ことで、児童が自分自身の成長に気付きやすいものに
もなっていた。
　この他にも、ワークシートなど、書く活動を継続し
て行ったため、児童が自分の気持ちを表現することや
気持ちを言葉にすることへの、苦手意識は軽減したよ
うでもあった。
２．研究授業での実践
　10月に学級活動「会社活動の振り返りと今後の見通
し」の研究授業を行なった。ねらいは「会社活動の振
り返りと、今後の活動を共有することができる」とし
た。指導案の一部を、図４に示す。
　今回児童一人一人が持っている会社活動に関する情
報を活かすために、4月から話合いの場面や学級活動
での話合いの場面で継続して活用してきた、①発散（意
表４　児童の４月と11月の協同的な体験活動の振り返りの変化
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見を広げる、主にオープン・クエスチョンで自由に意
見を深める・黒色のペン）②収束（意見をまとめる、
話合いのポイントを決めて練り上げる・赤色のペン）
③活用（これからを考える、具体的な方法や解決策、
役割分担などを決める・青色のペン）の流れの話合い
の仕方を用い、ホワイトボードに可視化した。会社ご
との話合いで、話し手の考えや具体的なエピソードを
引き出すために、聞き手（ファシリテーター＝進行役）
は普段から活用している「質問の技」カードの中の、
特に、「オープン・クエスチョン」を用いた。話し手（サ
イドワーカー＝よき参加者）は、聞き手を助ける意味
でも特にあいづちを用いるようにした。
（３）成果と課題
　この授業の成果は２つある。１つ目は発散の部分で
いろいろな意見を出せるとその後の収束と活用でも具
体的な意見が出せて、今後の活動の見通しが共有でき
ていたことである。
　２つ目は意見を可視化したことで、具体的な行動に
ついての話合いを行うことができたことである。
　逆に課題としては、児童は教師が考えるよりも、活
動の見通しを持つことや仕事を分担することについて
は、あまり重視していなかったことが明らかになった。
そのため、今後の活動の中で見通しを共有できたり、
仕事の分担をしたりすると、お互い一緒に活動がしや
すかったという体験を積み重ねることが必要になると
言える。
３．実践の効果
（１）児童が書いた振り返りの文章の比較
　第１に、会社活動についての振り返りの一部を表３
に示す。９月の記述には、自分自身のことや、活動が
できた・できないという結果に目を向けた記述が見ら
れたが、12月の記述内容を見ると、仕事の分担に関す
る内容に変化してきたことが見て取れる。
　このことから、自分の好きなことや興味のあること
から始めた活動内容が、クラスメイトと共に活動をす
る中で変化をしていったと考えられる。具体的には、
自分自身に関する視点から、段々と、どのようにした
らクラスメイトと一緒に活動ができるかという視点に
児童の考えが変化した様子が、記述から考えられる。
　第２に、協同的な体験活動の振り返りの一部を表４
に示す。協同的な体験活動で、11月に「魔法のつつ」
の活動を行った際に、４月の活動や振り返りの記述を
見ると（課題達成が）「できた」「できなかった」とい
う記述が多かった。しかし、振り返りサイクルを用い
た振り返りを行う中で、③自己評価をした後の④目標
設定に関する記述が見られるようになった。11月の記
述内容を見ると、児童の今までの体験を踏まえて次の
ことを考える内容や、具体的にクラスメイトの行動を
支える方法を考える記述内容に変化してきた。このこ
とから、様々な経験が児童の中で次の行動の基になっ
て、自分なりにできる目標やクラスメイトへの手助け
を考えることができるようになったと言える。
　第３に、日常の振り返りである。児童は継続的に振
り返りジャーナルを活用する中で、日常的に振り返り
を行ってきた。４月には「楽しかった」とだけ書く児
童もいた。そんな児童に対して教師は、根気強く「も
う少し詳しく教えて下さい」や「エピソードを教えて
下さい」と問いかけを行ってきた。その経験を積み重
ねたことにより、11月には短時間で具体的なエピソー
ドについての記述ができるようになってきた（表５）。
　また、学期末に行なった振り返りにおいても、１学
期には、次に向けた具体的な行動が記述されていな
かったが、２学期末には具体的な行動レベルでの目標
設定が記述されるようになった（表６）。
（２）教師の日常の観察による変容
表５　児童の４月と11月の日常の振り返りの変化
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図４　学習指導案の一部
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図４　学習指導案の一部（続き）
表６　児童の１学期末と２学期末の振り返りの変化
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　日常の観察により特に顕著な変化が見られたのは、
会社活動であった。「役割が人を作る」という言葉の
通り、会社活動の中で児童がお互いの違いである多様
性をうまく活用しながら、互いに役割を作っていた。
児童同士が今までの活動では見られなかった一面を出
し合いながら関わりを持ち、その関わりが今までの物
とは変化しながらも充実していたことは非常に有意義
であったと言える。　
　個別の児童については、４月当初には人といるとき
に自分の意見や自分の話を反論させずに人に聞かせる
ばかりであった児童（Ｊ）が、質問の技を使って「話
す人」「聞く人」という役割の交代を積み重ねていく
中で、２学期の後半には周囲に「先に話す？どうぞ」
という声をかけるようになり、クラスメイトとの関わ
りが穏やかに変化してきたように感じられた。
　また、自己評価が低く、一歩引いた様子が見られる
ことがあった児童（Ｋ）が、１学期の半ばの林間学校
で、共同的な体験活動をうまく行なうことができ、ま
た２学期からの会社活動を周囲から評価されたことも
あり、有用感を感じることができ、Ｋ自身の自己評価
が上がったように感じられた。
考　察
　本研究を進める上で、事前に作成をした「学級活動
の時間における活動の計画」（表１）、「日常的な実践
の取組計画」（表２）を参考にしながら進めた。これ
により、単発で活動を実施するのではなく、計画的に、
場合によってはより長い見通しを持って行うことがで
きた。計画内容は目の前の子ども達の実態により、変
更することはあったが、学期毎や一年間を見通した実
践を行うことができた。目の前の児童の状態や様子を
見て計画的・継続的に３つの手立てを取り入れていく
ことにより、児童が望ましい人間関係を形成して児童
同士の関わりが充実することになったと言える。一年
間に渡るそれぞれの実践の中で、３つの手立てをとる
ことで、児童の中にあった、今までの思い込みとは違
う自分自身やクラスメイトの多様な面が引き出され
て、それに対して学級内で承認し合える風土が形成さ
れてきた。学級が児童自身の持つ多様な面が出し合え
る安心・安全な場となれば、自然と話す・聞く活動は
スムーズに行われていった。そのため、今回用いた３
つの手立てが、それぞれ望ましい人間関係を形成し、
児童同士の関わりが深まるように働いていたと言え
る。
　また今回の実践を通して、児童同士の関わりの充実
を促すために何らかの手立てを取り入れることの重要
性はもちろんであるが、児童の行動モデルとなる教師
の振るまいが大切であることがわかった。そのため、
日常的に教師である私自身の振る舞いを意識するため
に本研究で作成した、ファシリテーター・チェックリ
ストを活用しながら児童と関わっていた。
 そして、来年度以降「児童同士の関わりが深まって
いる状態」と言うためには、児童の中にこれらの経験
が根付いて様々な場面で、実際に行われることが欠か
せない。それが児童同士の間に良好なコミュニケー
ションが起こる下地となり、児童同士の関わりが更に
充実していくことになる。
　また、教師は児童が成長をするために何の手立てを
とるにしても大切なことは、教師自身が目の前の児童
やクラス集団の様子をよく見てアセスメントをしなが
ら児童と関わり、教師も共に学んでいく姿勢が欠かせ
ないということである。
結　論
　本研究では、児童同士の関わりを充実し、自主的実
践的な態度を育てることを目的として、「信頼ベース
の学級ファシリテーション」の技法を活用して、特別
活動の授業実践を行なった。本研究では、「話す・聞く」
活動の充実、「協同的な体験活動」、「振り返り」の３
つに焦点を当てた。小学校５年生での一連の実践の結
果、児童が記述した振り返り文章に変化が見られ、実
践の成果を見て取れたとともに、教師の日常の観察に
おいても変容が見て取れた。本研究では客観的なデー
タを取ってはおらず、効果の実証的研究としては課題
が残るが、本実践を通して、教師自身が目の前の児童
やクラス集団の様子をよく見てアセスメントをしなが
ら児童と関わり、教師も共に学んでいく姿勢が欠かせ
ないということが、実践者自身が改めて実感させられ
たことも成果の一つと言うことができるであろう。
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